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『
復
古
記
』
不
採
録
の
諸
記
録
か
ら
探
る
江
戸
情
勢
 （
一
）
 

―
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「
家
記
」
慶
応
三
年
分
の
記
事
を
中
心
に 

―
― 
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本
稿
は
、
太
政
官
正
院
歴
史
課
に
集
積
さ
れ
た
諸
武
家
華
族
の
「
家
記
」
と
、
他
の
幾
つ
か
の
未
刊
・
既
刊
史
料
の
内
か
ら
、

慶
応
三
年
分
の
江
戸
関
連
記
事
を
追
跡
、
『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
諸
記
録
を
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
し
、
こ
の
時
期

固
有
の
江
戸
情
勢
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
「
上
京
命
令
」
を
め
ぐ
る
譜
代
藩
、
と
り
わ
け
出
羽
庄
内
藩
在
府
藩
主

酒
井
左
衛
門
尉
忠
篤
の
動
き
と
、
江
戸
府
内
警
衛
を
め
ぐ
る
譜
代
藩
の
動
向
、
お
よ
び
城
内
・
市
中
に
伝
わ
っ
た
薩
摩
藩
に
よ
る

攪
乱
策
動
に
関
す
る
諸
情
報
を
探
究
す
る
。
酒
井
左
衛
門
尉
は
、
特
に
江
戸
警
衛
に
重
責
を
担
っ
て
い
た
立
場
か
ら
、
一
旦
決
め

た
国
許
か
ら
の
重
役
上
京
も
撤
回
し
、
留
守
居
役
の
み
の
上
京
と
す
る
こ
と
を
朝
幕
双
方
に
認
め
さ
せ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま

た
、
薩
摩
藩
に
よ
る
江
戸
市
中
攪
乱
行
為
に
関
す
る
、
十
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
ま
で
の
情
報
を
背
景
と
し
、
下
総
生
実
藩
在

府
藩
主
森
川
俊
方
が
、
念
入
り
な
警
衛
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
積
極
的
に
動
い
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
江
戸

情
勢
の
解
明
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
江
戸
民
衆
意
識
を
探
究
す
る
た
め
の
基
礎
が
築
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。 
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序
―
本
稿
の
目
的 

 

戊
辰
戦
争
期
の
研
究
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
編
纂
史
料
と
し
て
、刊
本『
復

古
記
』
全
一
五
冊
（
原
本
「
復
古
記
」
全
一
五
〇
巻
、
附
録
「
奥
羽
諸
藩
罰
典
」
二

巻
＝
刊
本
第
一
冊
～
第
八
冊
、
稿
本
「
復
古
外
記
」
全
一
四
八
巻
＝
刊
本
第
九
冊
～

第
一
四
冊
、
及
び
刊
本
第
一
五
冊
「
綱
文
索
引
」
）
を
挙
げ
る
こ
と
に
異
を
唱
え
る
者

は
な
か
ろ

（
1
）

う
。 

 

こ
の
『
復
古
記
』
の
長
い
編
纂
事
業
の
経
過
に
つ
い
て
、
今
こ
こ
で
詳
し
く
説
明

す
る
余
裕
は
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
九
月
、
太
政
官

正
院
が
『
復
古
記
』
の
編
纂
を
長
州
藩
出
身
の
長な

が

松ま
つ

幹み
き

に
命
じ
た
こ
と
、
そ
の
後
、

五
年
十
月
に
正
院
内
に
歴
史
課
と
地
誌
課
が
置
か
れ
、
同
年
十
一
月
に
正
院
歴
史
課

が
「
国
史
編
輯
」
の
た
め
、
武
家
華
族
諸
家
に
〔
後
、
公
家
・
寺
院
華
族
に
も
〕
、
慶

応
三
年
十
月
の
大
政
奉
還
か
ら
明
治
元
年
十
月
の
有
栖
川
宮
東
征
大
総
督
解
任
〔
東

征
の
「
達
成
」
〕
ま
で
の
間
に
各
家
で
記
さ
れ
た
記
録
の
う
ち
、
「
諸
御
達
・
願
伺
・

御
届
」
を
、
家
ご
と
に
調
べ
て
出
す
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
、
半
年
後
の
明
治
六
年
五

月
五
日
の
皇
城
火
災
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
よ
り
蒐
集
し
て
い
た
書
類
の
大
半
が
烏
有

に
帰
し
た
こ
と
、
火
災
以
後
に
再
度
蒐
集
し
直
し
、
明
治
六
年
後
半
か
ら
明
治
八
年

に
か
け
て
集
積
さ
れ
た
華
族
諸
家
ご
と
の
「
諸
御
達
・
願
伺
・
御
届
」
の
膨
大
な
書

類
群
が
所
謂
「
家
記
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
整
然
と
保

管
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
「
家
記
」
を
根
幹
史
料
の
一
つ
と
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に

多
方
面
・
多
岐
に
わ
た
る
膨
大
な
史
料
群
を
蒐
集
し
な
が
ら
、『
復
古
記
』
が
編
纂
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
く

（
2
）

。 

 

『
復
古
記
』
は
、「
王
政
復
古
」
の
立
場
か
ら
「
明
治
維
新
」
を
推
進
し
、
そ
れ
が

「
成
功
」
し
た
と
の
視
点
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
、
「
復
古
」

そ
れ
自
体
を
肯
定
的
に
捉
え
る
史
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
否
定
し
が

た
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
家
記
」
の
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
華
族
諸
家
に
は
、
戊
辰
戦
争
中
に
は
「
朝
敵
」

「
賊
徒
」
と
し
て
、
排
斥
・
制
圧
の
対
象
と
さ
れ
た
多
く
の
諸
藩
大
名
家
も
含
ま
れ

て
い
る
。
だ
が
、「
官
軍
」
勝
利
に
よ
る
「
朝
敵
」「
賊
徒
」
に
対
す
る
懲
罰
の
大
概

は
、
後
に
箱
館
戦
争
に
関
わ
っ
た
分
を
除
き
、
す
で
に
明
治
元
年
末
～
明
治
二
年
初

め
ま
で
に
終
了
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
藩
が
「
家
記
」
を
提
出
す
る
際
に
、

「
官
軍
」
を
敵
と
し
て
い
た
当
時
の
文
言
の
ま
ま
、「
諸
御
達
・
願
伺
・
御
届
」
を
提

出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。 

 

従
っ
て
例
え
ば
、
出
羽
庄
内
藩
の
「
酒
井
忠
宝
家
記
」(

全
四
冊)

は
、「
官
軍
」
に

よ
る
「
庄
内
征
討
」
時
の
戦
い
に
対
し
て
、「
庄
内
征
討
」
を
不
当
と
し
て
い
た
視
点

の
ま
ま
で
書
き
上
げ
た

（
3
）

し
、
陸
奥
盛
岡
藩
の
「
南
部
利
恭
家
記
」(

全
二
冊)

は
、
さ

ら
に
強
烈
に
、「
薩
賊
」
と
の
長
大
な
戦
闘
記
録
を
、
恨
み
を
霽
ら
さ
ん
ば
か
り
の
勢

い
で
そ
の
ま
ま
提
出
し
て
い

（
4
）

る
。
ま
た
一
方
、
譜
代
大
名
の
な
か
に
は
、
江
戸
城
明

け
渡
し
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
幕
府
江
戸
老
中
や
在
京
幕
閣
か
ら
の
「
諸
御
達
」

と
在
府
・
在
京
幕
閣
へ
の
「
願
伺
・
御
届
」
を
詳
細
に
書
き
上
げ
た
者
も
い
る
。 

勿
論
、
そ
う
し
た
「
家
記
」
記
事
を
収
録
す
る
か
ど
う
か
は
、
偏
に
『
復
古
記
』

編
纂
者
の
編
纂
意
図
に
か
か
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
「
復
古
」
精
神
に
反
す

る
筆
致
の
記
事
や
、
そ
も
そ
も
「
復
古
」
の
過
程
に
は
必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
た
、
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 （一） 

在
府
老
中
・
在
京
幕
閣
と
譜
代
大
名
と
の
細
か
い
や
り
と
り
に
関
し
て
は
、
や
は
り

編
纂
か
ら
は
除
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

 

筆
者
は
、
こ
の
数
年
間
、
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る
江
戸
・
東
京
の
民
衆
意
識
を
解

明
す
る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
慶
応

三
年
九
月
二
六
日
か
ら
明
治
二
年
七
月
末
日
ま
で
の
間
に
、
江
戸
・
東
京
で
生
じ
た

「
事
件
」
、
報
じ
ら
れ
た
「
情
報
」
、
発
信
さ
れ
た
「
見
解
」
に
関
わ
る
史
料
を
可
能

な
限
り
蒐
集
し
編
纂
す
る
と
い
う
、
聊
か
無
謀
な
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
史
料
蒐

集
・
編
纂
作
業
に
専
念
し
て
い
る
。 

 

こ
の
作
業
完
遂
の
た
め
に
は
、
刊
本
『
復
古
記
』
全
十
五
冊
を
総
覧
す
る
こ
と
は

勿
論
の
こ
と
、
当
該
期
の
江
戸
・
東
京
に
関
わ
る
原
本
・
写
本
史
料
や
木
版
刊
行
本

を
含
む
、
夥
し
い
量
の
未
刊
・
既
刊
史
料
を
博
捜
し
、
蒐
集
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
「
家
記
」
原
写
本

を
片
端
か
ら
調
査
し
、『
復
古
記
』採
録
記
事
と
対
照
し
、
不
採
録
の
記
事
を
見
つ
け
、

江
戸
・
東
京
に
関
わ
る
も
の
を
整
理
す
る
、
と
い
う
作
業
も
行
っ
て
い
る
。 

 

『
復
古
記
』
は
、
徳
川
慶
喜
が
京
都
で
大
政
奉
還
し
た
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
の

記
事
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
で
は
ま
だ
奉
還
の
事

実
は
知
る
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
同
じ
十
四
日
、
江
戸
城
西
丸
を
預
か
る
幕
府
老
中

首
座
稲
葉
美
濃
守
正
邦
は
、
在
京
老
中
の
板
倉
伊
賀
守
勝
静
お
よ
び
京
都
所
司
代
松

平
越
中
守
定
敬
連
署
に
よ
る
、
正
邦
と
老
中
格
稲
葉
兵
部
大
輔
正
巳
両
名
宛
て
の
十

月
九
日
付
け
書
翰
を
、
奇
捷
丸

き
し
ょ
う
ま
る

で
帰
府
し
た
目
付
新
見

し

ん

み

相
模
守
正
典
よ
り
受
け
取
っ

て
い
た
。
そ
の
書
翰
は
、「
当
今
の
京
都
情
勢
は
実
に
容
易
な
ら
ざ
る
次
第
、
甚
だ
切

迫
し
て
お
り
、
闕
下
〔
天
皇
目
前
で
の
〕
暴
動
の
兆
し
さ
え
有
り
、
一
同
心
配
し
て

い
る
」
と
の
文
言
に
始
ま
る
も
の
で
、「
土
佐
藩
山
内
容
堂
は
こ
の
情
勢
を
憂
慮
し
、

重
臣
後
藤
象
二
郎
が
国
許
よ
り
上
っ
て
容
堂
に
差
し
出
し
た
建
白
書
に
基
づ
き
、《
国

体
を
一
変
し
て
『
王
政
復
古
』
す
る
以
外
に
人
心
を
纏
め
る
方
法
は
な
い
の
で
は
な

い
か
》
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
浮
浪
の
徒
を
捕
ら
え
た
と
こ

ろ
、
京
都
を
放
火
す
る
な
ど
の
陰
謀
を
企
て
て
い
る
者
が
長
州
藩
と
も
関
係
し
て
動

い
て
い
る
こ
と
も
掴
ん
だ
。
藩
士
と
浮
浪
と
が
互
い
に
蜂
起
し
、
国
家
の
危
乱
が
眼

前
に
差
し
起
こ
る
こ
と
も
計
り
が
た
く
、
ひ
と
た
び
戦
闘
と
な
れ
ば
如
何
と
も
為
し

が
た
く
な
る
」
、
な
ど
と
も
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
は
、『
淀
稲
葉
家
文

書
』
や
『
徳
川
慶
喜
公
伝
・
史
料
篇
三
』
な
ど
に
も
入
っ
て
い
る
も
の
だ
が

（
5
）

、『
復
古

記
』
に
は
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。 

 

こ
の
書
翰
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
に
大
政
奉
還
へ
と
繋
が
る
動
き
自
体
は
同
日

十
四
日
に
も
江
戸
城
内
で
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
緊
張
の
な
か
に

あ
っ
て
、
同
日
に
は
、
老
中
外
国
事
務
総
裁
小
笠
原
壱
岐
守
長
行
の
自
邸
で
外
国
御

用
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
若
年
寄
並
・
陸
軍
奉
行
浅
野
美
作
守
氏
裕
が
西
丸
退

出
後
に
小
笠
原
邸
に
赴
き
、
若
年
寄
立
花
出
雲
守
種
恭
は
病
を
押
し
て
自
宅
よ
り
同

邸
に
向
か
う
。
こ
の
事
実
も
『
復
古
記
』
に
は
勿
論
記
載
が
無
く
、
こ
れ
は
国
立
公

文
書
館
所
収
内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
、
幕
府
奥
右
筆
佐
藤
清
五
郎
の
「
手
留
」
に
記
載

さ
れ
て
い
た
記
事
で
あ
る

（
6
）

。
ま
た
、
同
じ
く
奥
右
筆
佐
山
八
十
次
郎
の
「
手
留
」
に

よ
れ
ば
、
同
日
に
は
、
若
年
寄
海
軍
奉
行
の
大
関
肥
後
守
増
裕
は
登
城
せ
ず
に
直
接
、

海
軍
所
に
出
向
い
て
い

（
7
）

る
。 

 

以
上
、
こ
こ
に
挙
例
し
た
十
月
十
四
日
の
江
戸
で
の
動
向
は
、
い
ず
れ
も
「
家
記
」

以
外
の
史
料
を
閲
覧
・
蒐
集
す
る
過
程
で
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
城
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内
の
出
来
事
の
他
に
、
市
中
で
生
じ
た
事
件
や
報
じ
ら
れ
た
情
報
、
発
信
さ
れ
た
見

解
な
ど
に
つ
い
て
も
把
握
す
べ
く
、「
家
記
」
と
「
家
記
」
以
外
の
史
料
を
と
も
に
渉

猟
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
膨
大
な
量
の
史
料
を
集
積
し
つ
つ
あ
る
。 

 

こ
の
う
ち
、「
家
記
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
江
戸
・
東
京
に
関
連
す
る
部
分
に
限
っ

て
概
観
し
得
た
「
家
記
」
は
、
現
在
ま
で
既
に
二
〇
〇
家
を
超
え
た
。
本
稿
は
、
そ

の
な
か
か
ら
、
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
か
ら
十
二
月
下
旬
ま
で
の
江
戸
関
連
の
記
事

中
、『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
整
理
・
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
江
戸
情
勢
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る

（
8
）

。 

 

一
「
上
京
命
令
」
を
め
ぐ
る
譜
代
諸
藩
の
動
き 

 

将
軍
慶
喜
に
よ
る
大
政
奉
還
を
受
け
た
形
で
、
十
月
十
五
日
、
京
都
御
所
は
諸
侯

に
上
京
を
命
ず
る
。
こ
の
大
政
奉
還
と
御
所
か
ら
の
上
京
の
命
に
つ
い
て
、
江
戸
城

で
は
二
十
一
日
に
総
出
仕
が
な
さ
れ
、
各
殿
席
ご
と
に
老
中
か
ら
演
達
さ
れ
る
。
こ

の
江
戸
城
西
丸
総
出
仕
の
こ
と
は
『
復
古
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
数
多
く

の
既
刊
・
未
刊
史
料
で
確
認
で
き

（
9
）

る
。 

 

一
方
、
京
都
の
慶
喜
は
十
八
日
、
在
京
老
中
板
倉
伊
賀
守
勝
静
を
通
じ
て
一
万
石

以
上
の
諸
侯
に
上
京
を
命
ず
る

（
10
）

。
こ
の
命
が
伝
わ
っ
た
江
戸
で
は
、
西
丸
を
預
か
る

老
中
稲
葉
美
濃
守
が
二
十
七
日
、
十
万
石
以
上
に
つ
い
て
は
御
所
の
命
で
あ
る
か
ら

従
う
よ
う
に
改
め
て
伝
え
な
が
ら
も
、
十
万
石
未
満
一
万
石
以
上
の
諸
侯
に
対
し
て

は
、
上
京
の
頃
合
い
に
つ
い
て
追
っ
て
沙
汰
す
る
と
し
た

（
11
）

。 

 

在
府
の
譜
代
大
名
ら
は
、
こ
の
上
京
の
命
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
内
各
殿
席

〔
四
つ
の
詰
間
〕
ご
と
に
相
談
し
合
い
、
対
応
策
を
練
り
合
う

（
12
）

。
こ
の
在
府
譜
代
各

殿
席
ご
と
の
、
在
京
老
中
板
倉
伊
賀
守
勝
静
宛
の
歎
願
文
や
伝
奏
衆
へ
の
歎
願
文
案

は
勿
論
、
個
々
の
大
名
の
病
気
理
由
に
よ
る
上
京
延
期
願
い
や
老
臣
な
ど
に
よ
る
代

人
上
京
願
い
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
、「
復
古
」
事
業
の
浸
透
過
程
そ
の
も
の
で

あ
る
た
め
、
各
「
家
記
」
な
ど
か
ら
多
く
の
記
事
が
『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
て

い
る
。 

 

例
え
ば
、
溜
之
間
と
菊
之
間
詰
の
在
府
大
名
は
十
一
月
十
五
日
に
、
帝
鑑
之
間
詰

在
府
大
名
は
十
六
日
に
、
雁
之
間
詰
在
府
大
名
は
十
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
連
署
の
う

え
、
在
京
板
倉
伊
賀
守
あ
て
に
歎
願
文
を
認
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
歎
願
文

が
『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
て
い（

13
）

る
。 

 

ま
た
江
戸
城
西
丸
を
預
か
る
老
中
稲
葉
美
濃
守
が
、
在
府
譜
代
諸
大
名
の
意
見
を

在
京
老
中
板
倉
伊
賀
守
ら
に
伝
え
、
伊
賀
守
の
回
答
を
踏
ま
え
て
再
度
在
府
諸
大
名

各
殿
席
ご
と
に
下
し
た
達
し
も
、『
復
古
記
』
に
記
載
が
あ
る
。
例
え
ば
、
十
二
月
五

日
、
在
府
帝
鑑
之
間
・
雁
之
間
・
菊
之
間
諸
大
名
に
対
す
る
稲
葉
美
濃
守
の
達
し
も
、

そ
れ
ぞ
れ
「
堀
田
正
養
家
記
」「
阿
部
正
功
家
記
」「
安
部
信
順
家
記
」
か
ら
採
録
し

て
い

（
14
）

る
。 

 

し
か
し
、
上
京
命
令
を
め
ぐ
る
動
き
の
間
中
、
在
府
諸
大
名
側
か
ら
在
府
老
中
や

在
京
幕
閣
ら
に
伺
い
を
た
て
、
彼
ら
か
ら
回
答
を
得
る
な
ど
の
、
よ
り
細
か
い
動
向

に
つ
い
て
は
、『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
記
事
も
多
い
。 

 

と
り
わ
け
、
庄
内
藩
酒
井
家
の
「
酒
井
忠
宝
家
記
」
第
一
冊
に
は
、
在
京
の
諸
藩

家
臣
が
大
政
奉
還
前
日
の
十
三
日
に
、
板
倉
伊
賀
守
か
ら
二
条
城
に
呼
び
集
め
ら
れ
、

慶
喜
の
大
政
奉
還
上
奏
文
案
を
示
さ
れ
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
際
に
、
藩
主
に
対
す
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る
上
京
命
令
が
達
せ
ら
れ
た
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
慶
喜
か
ら
上

京
命
令
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
、
す
で
に
『
維
新
史
料
綱
要
』
巻
七
の
十
月
十
三
日

条
に
、
こ
の
「
酒
井
忠
宝
家
記
」
も
一
つ
の
典
拠
史
料
に
挙
げ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
新
た
に
知
る
事
実
で
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
江
戸
に
在
っ
た
多
く
の
譜

代
大
名
の
「
家
記
」
を
総
覧
し
て
い
く
と
、
比
較
的
詳
し
く
書
い
て
い
る
「
家
記
」

の
多
く
も
、
十
五
日
に
御
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
を
上
京
命
令
と
認
識
し
た
上
で
、

そ
の
命
令
を
め
ぐ
っ
て
逡
巡
し
、
歎
願
に
至
る
動
き
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま

た
『
復
古
記
』
も
、
こ
の
庄
内
藩
の
様
な
、
上
京
命
令
の
出
発
点
を
十
三
日
の
在
京

幕
閣
に
よ
る
も
の
と
し
た
上
で
、
以
後
、
上
京
命
令
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
詳
し

く
記
し
た
動
向
は
採
録
し
て
い
な（

15
）い

。
そ
こ
で
、
以
下
に
、
庄
内
藩
の
動
き
に
限
っ

て
、
京
の
動
き
も
必
要
な
限
り
確
認
し
た
上
で
、
在
府
藩
主
酒
井
左
衛
門
尉
忠
篤
の

対
応
を
整
理
し
て
お
く
。 

 

「
酒
井
忠
宝
家
記
」
第
一
冊
〔
以
下
単
に
「
忠
宝
家
記
」
〕
一
丁
冒
頭
は
、
次
の
記

事
で
始
ま
る
。 

  
 

一 

十
月
十
三
日
於
京
都
詰
合
之
重
役
御
呼
出
之
処
、
重
役
詰
合
無
之
趣
ヲ
以
、 

 
 

留
守
居
大
野
與
一
右
衛
門
二
條 

〔
平
出
〕
御
城
え
罷
出
候
処
、
国
家
之
大
事
見
込
、
御
尋
之
儀
有
之
候
之
間
、

左
衛
門
尉
上
京
候
様
、
板
倉
伊
賀
守
殿
御
口
達
之
趣
、
尤
伊
賀
守
殿
御
用
多

ニ
付
、
大
目
付
戸
川
伊
豆
守
殿
ヲ
以
、
左
之
御
封
書
御
渡
有
之

（
16
） 

  

こ
の
記
事
に
続
い
て
、
慶
喜
の
「
御
封
書
」〔
大
政
奉
還
上
奏
前
に
諸
大
名
へ
示
し

た
文
案
〕
が
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
十
月
十
三
日
に
二
条
城
で
在
京
諸
藩
家
臣
に

対
し
て
開
示
さ
れ
た
慶
喜
の
「
御
封
書
」
自
体
は
、『
復
古
記
』
に
も
刊
本
第
一
冊
冒

頭
の
十
月
十
四
日
の
条
中
に
、
十
四
日
提
出
の
大
政
奉
還
上
奏
文
の
次
に
、
十
三
日

に
慶
喜
が
諸
藩
に
示
し
た
書
と
し
て
、「
徳
川
慶
喜
実
記
」
と
「
細
川
護
久
家
記
」
を

典
拠
に
採
録
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
勿
論
、『
徳
川
慶
喜
公
伝
史
料
篇
三
』
に
も
七
〇

二
号
文
書
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る

（
17
）

。
「
忠
宝
家
記
」
は
こ
の
「
御
封
書
」
に
続
け
、

次
の
月
日
の
無
い
文
書
を
記
し
て
い
る
。 

  
 

一 

左
衛
門
尉
上
京
之
儀
御
達
有
之
候
処
、
此
節
江
戸
市
中
取
締
相
勤
居
候
付
、 

 
 
 

〔
平
出
〕
公
辺
え
相
伺
候
処
、
為
名
代
重
役
為
差
登
候
様
御
差
図
ニ
依
而
、 

 
 

重
役
石
原
平
右
衛
門
、
十
一
月
朔
日
庄
内
表
出
立
罷
登
申
候 

  

こ
の
記
事
〔
以
下
、
月
日
欠
記
事
と
記
す
〕
の
後
に
記
録
さ
れ
て
い
る
二
つ
目
の

京
都
記
事
に
よ
れ
ば
、
十
五
日
の
御
所
か
ら
の
諸
侯
上
京
命
令
は
、
翌
十
六
日
に
伝

奏
日
野
大
納
言
の
名
で
京
都
留
守
居
介
佐
田
友
三
郎
が
呼
び
出
さ
れ
、
雑
掌
山
科
筑

前
守
か
ら
書
付
を
渡
さ
れ
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
月
日
欠
記

事
に
あ
る
「
上
京
之
儀
」
は
、
元
々
の
京
都
幕
命
に
よ
る
も
の
に
御
所
の
命
が
覆
い

被
さ
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
月
日
の
探
求
も
含
め
、
こ
の
先
の
「
忠

宝
家
記
」
記
事
お
よ
び
諸
記
録
か
ら
探
っ
て
い
こ
う
。 

 

こ
の
月
日
欠
記
事
の
五
丁
後
に
、
次
の
記
事
が
あ
る
。 

  
 

一 

同
月
同
日
、
左
之
伺
書
御
老
中
稲
葉
美
濃
守
殿
え
差
出
候
処
、
伺
之
通
心 
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得
候
様
、
御
附
札
相
済
候
、 

 
 
 
 
 

去
ル
十
三
日
於
二
條 

 
 
 

〔
平
出
〕
御
城 

 
 

 

〔
平
出
〕
御
封
書
御
渡
且
拙
者
儀
早
々
上
京
候
様
被 

仰
出
候
旨
、
大
目 

 
 
 
 

付
戸
川
伊
豆
守
申
達
候
段
、
京
地
詰
家
来
之
者
よ
り
申
越
候
所
、
兼
而 

 
 
 
 

御
府
内
御
取
締
被 

仰
付
罷
在
、
当
地
之
御
用
専
務
之
儀
ニ
付
、
不
及 

 
 
 
 

上
京 

 
 

 

〔
平
出
〕
御
封
書
存
意
等
之
儀
は
重
役
之
者
上
京
申
上
候
様
御
差
図
相 

 
 
 
 

済
候
付
、
右
之
趣
京
都
表
え
申
達
候
、
然
処
、
今
度
諸
席
追
々
致
上
京
候 

 
 
 
 

趣
ニ
相
聞
、
左
候
而
は
御
府
内
弥
御
人
少
相
成
候
儀
ニ
付
、
一
際
厳
重 

 
 
 
 

相
心
得
申
度
、
就
而
は
重
役
之
者
為
差
登
候
而
は
、
御
締
向
ニ
差
闇
〔
差 

 
 
 
 

閊
と
同
義
か
〕
候
儀
も
有
之
、
且
人
少
ニ
も
相
成
、
自
然
十
分
行
届
不 

 
 
 
 

申
候
而
は
、
甚
以
恐
入
候
儀
ニ
付
、
為
差
登
不
申
、
可
相
成
は
於
爰
許 

 
 
 
 

存
意
申
上
候
而
、
如
何
可
有
御
座
哉
、
此
段
相
伺
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
左
衛
門
尉 

 
 
 
 
 
 

御
附
札 

 
 
 
 
 
 
 
 

伺
之
通
可
被
心
得
候 

右
ニ
付
、
為
名
代
為
差
登
候
重
役
、
石
原
平
右
衛
門
奥
州
会
津
通
御
代
駅
よ
り 

 

引
返
ス 

  

引
用
冒
頭
の
「
同
月
同
日
」
は
十
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
条
の
史
料

が
京
都
二
条
城
で
の
二
十
七
日
の
記
事
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
酒
井
左
衛
門
尉

署
名
の
伺
い
書
き
日
付
も
十
月
二
十
七
日
で
あ
る
こ
と
で
あ
き
ら
か
で
あ
る
。 

 

こ
の
伺
書
文
書
に
よ
っ
て
も
、十
三
日
に
二
条
城
に
お
い
て
戸
川
伊
豆
守
を
通
じ
、

在
京
幕
閣
か
ら
の
上
京
命
令
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
な
る
。
ま
た
、「
京
地
詰

家
来
之
者
よ
り
申
越
候
所
」
と
の
記
述
に
よ
り
、
こ
の
命
を
、
老
中
稲
葉
美
濃
守
か

ら
の
在
府
諸
大
名
へ
の
達
し
と
し
て
で
は
な
く
、
京
地
家
臣
か
ら
直
接
〔
お
そ
ら
く

来
翰
に
よ
っ
て
〕
江
戸
藩
邸
が
掴
ん
だ
こ
と
も
判
る
。
だ
か
ら
、「
御
封
書
存
意
等
之

儀
は
重
役
之
者
上
京
申
上
候
様
御
差
図
相
済
候
付
、
右
之
趣
京
都
表
え
申
達
」〔
こ
こ

で
「
相
済
」
は
「
と
納
得
す
る
」「
と
了
解
す
る
」
の
意
〕
と
い
う
の
も
、
代
人
と
し

て
重
役
を
上
京
さ
せ
る
意
と
解
し
た
の
で
そ
の
旨
京
都
表
へ
達
し
た
、
と
の
意
で
あ

り
、
在
京
家
臣
へ
の
達
し
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
月
日
欠
記
事
の
方
に
、「
此
節
江
戸
市
中
取
締
相
勤
居
候
付
、
公
辺
え
相
伺

候
処
」
と
あ
る
「
公
辺
」
と
は
、
在
府
譜
代
大
名
で
か
つ
江
戸
警
衛
に
重
責
を
担
っ

て
い
る
左
衛
門
尉
の
立
場
か
ら
は
、
江
戸
城
西
丸
を
統
括
す
る
稲
葉
美
濃
守
周
辺
を

意
味
す
る
は
ず
で
、「
伺
」
は
美
濃
守
へ
の
伺
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
美
濃
守
か
ら
、「
為

名
代
重
役
為
差
登
候
様
御
差
図
」
を
受
け
た
時
点
で
、「
重
役
石
原
平
右
衛
門
」
を
十

一
月
朔
日
に
「
庄
内
表
」
か
ら
「
出
立
」
さ
せ
る
よ
う
、
江
戸
藩
邸
か
ら
国
許
に
指

示
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
も
う
一
度
こ
の
美
濃
守
宛
二
十
七
日
伺
書
を
見
る
と
、
そ

の
重
役
上
京
さ
え
も
撤
回
し
、
府
内
警
衛
に
徹
し
た
い
が
そ
れ
で
良
い
か
、
と
い
う

の
が
趣
旨
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。 

 

嘉
永
六
年
生
ま
れ
、
数
え
年
若
干
十
五
歳
の
少
年
藩
主
酒
井
左
衛
門
之
尉
忠
篤
が
、

こ
の
伺
書
を
出
し
た
理
由
は
、
こ
の
文
面
全
体
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
、
将
軍
留
守
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中
の
江
戸
警
衛
に
対
す
る
強
い
責
任
感
か
ら
で
あ
る
。 

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
十
七
日
は
、
こ
の
日
の
朝
、
他
な
ら
ぬ
美
濃
守
が
十
万
石
以

上
の
大
名
に
対
し
て
は
、
御
所
の
命
で
あ
る
の
で
従
う
よ
う
に
と
達
し
た
当
日
で
あ

る
。
代
人
と
し
て
の
重
役
の
上
京
命
令
を
国
許
に
達
し
な
が
ら
、
そ
の
撤
回
を
含
み

つ
つ
、
江
戸
警
衛
に
専
念
し
た
い
が
そ
れ
で
良
い
か
、
と
の
伺
書
を
出
し
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
美
濃
守
の
達
し
を
聞
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
伺
書
文
面
の
「
然
処
」

以
下
が
、「
伺
」
の
本
旨
で
あ
る
。「
然
処
、
今
度
諸
席
追
々
上
京
候
趣
ニ
相
聞
、
左

候
而
は
御
府
内
弥
御
人
少
相
成
候
儀
ニ
付
、
一
際
厳
重
相
心
得
申
度
、
就
而
は
重
役

之
者
為
差
登
候
而
は
、
御
締
向
ニ
差
闇
〔
差

閊

さ
し
つ
か
え

〕
候
儀
も
有
之
」
。 

 

こ
の
文
言
は
、
十
七
万
石
庄
内
藩
が
、
西
丸
を
預
か
る
美
濃
守
の
「
十
万
石
以
上

は
御
所
か
ら
の
命
で
あ
る
か
ら
応
じ
る
よ
う
に
」
と
の
達
し
を
聞
き
、
そ
れ
に
応
じ

る
動
き
を
見
せ
始
め
た
一
部
譜
代
藩
の
動
向
を
察
し
た
た
め
、
急
遽
こ
の
伺
書
を
認

め
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

伺
書
に
対
す
る
美
濃
守
の
回
答
と
し
て
の
附
札
、「
伺
之
通
可
被
心
得
候
」
を
、
い

つ
得
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
が
、
そ
の
結
果
、「
右
ニ
付
、
為
名
代
為
差
登
候
重
役
、

石
原
平
右
衛
門
奥
州
会
津
通
御
代
駅
よ
り
引
返
ス
」
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
返
答

を
得
て
す
ぐ
、
重
役
石
原
平
右
衛
門
の
上
京
を
と
り
や
め
る
よ
う
国
許
宛
に
指
示
し
、

そ
れ
が
既
に
十
一
月
一
日
に
出
立
し
て
い
た
平
右
衛
門
に
ど
の
様
に
伝
わ
っ
た
か
は

こ
れ
も
不
明
で
あ
る
が
、
奥
州
会
津
通
り
御
代
駅
〔
現
福
島
県
郡
山
市
湖
南
町
三
代

御
代
か
〕
か
ら
、
国
許
に
引
き
返
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

平
右
衛
門
が
会
津
通
り
御
代
駅
か
ら
引
き
返
っ
た
頃
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
か
、
十
一
月

三
日
の
記
事
と
し
て
次
の
記
事
が
あ
る
。 

  
 

一 

十
一
月
三
日
御
老
中
稲
葉
美
濃
守
殿
よ
り
留
守
居
御
呼
出
ニ
而
、
左
之
御 

 
 

書
付
御
渡
有
之
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
左
衛
門
之
尉 

 
 

非
常
之
節
内
桜
田
御
門
前
よ
り
坂
下
御
門
前
通
え
人
数
可
被
差
出
候
、
委
細
之 

 

儀
は
大
目
付
御
目
付
可
被
談
候
、 

  

左
衛
門
之
尉
忠
篤
が
熱
を
込
め
て
強
調
し
て
い
た
江
戸
警
衛
の
具
体
的
指
令
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
府
内
警
衛
の
分
担
場
所
に
つ
い
て
の
指
令
自
体
は
何
も
酒
井
家

だ
け
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
前
日
二
日
と
こ
の
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

在
府
譜
代
大
名
を
稲
葉
美
濃
守
宅
に
呼
び
寄
せ
、
大
名
ご
と
に
府
内
の
分
担
地
域
を

定
め
、
江
戸
警
衛
に
対
す
る
全
面
強
化
を
達
し
た
、
そ
の
一
環
で
あ
っ
た

（
18
）

。 

 

だ
が
、
江
戸
府
内
警
衛
に
大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
酒
井
家
に
と
っ
て
は
、
こ

の
府
内
非
常
警
衛
強
化
の
達
し
は
我
が
意
を
得
た
り
の
命
で
あ
っ
た
。
同
日
の
記
録

と
し
て
次
の
記
事
が
続
く
。 

  
 

一 

同
月
同
日
、
先
達
而
上
京
之
儀
従 

 
 
 

〔
平
出
〕
御
所
被 

仰
出
候
処
、
江
府
取
締
被 

仰
付
居
候
砌
ニ
付
、
上
京 

 
 

御
許
さ
れ
之
義
、
従 

 
 
 

〔
平
出
〕
公
義マ

マ

被 

仰
立
候
処
、
上
京
ニ
不
及
、
乍
去
、
当
家
に
限
り

与 
 
 

〔
而
の
誤
記
か
〕
右
様
に
も
難
被
為
済
御
都
合
ニ
付
、
家
老
用
人
留
守
居
等 

 
 

之
内
、
為
差
登
候
様
、
伝
奏
衆
よ
り
御
沙
汰
之
趣
、
御
老
中
松
平
周
防
守
殿 

 
 

還
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よ
り
申
達
有
之
候
得
共
、
兼
而
伺
済
之
次
第
も
有
之
候
に
付
、
重
役
為
差
登 

 
 

不
申
、
留
守
居
石
井
與
惣
と
申
者
為
差
登
候
、 

  

こ
こ
で
、
上
京
の
命
は
す
で
に
酒
井
家
に
と
っ
て
も
「
御
所
」
よ
り
の
命
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
「
江
府
取
締
被 

仰
付
居
候
砌
ニ
付
、
上
京
御
許
さ
れ
之
義
」
を
、

公
儀
か
ら
仰
せ
立
て
た
と
こ
ろ
、
上
京
に
は
及
ば
な
い
が
、
酒
井
左
衛
門
之
尉
家
だ

け
を
特
別
そ
の
よ
う
に
扱
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、「
家
老
・
用
人
・
留
守
居
」

の
内
、
誰
か
は
上
京
さ
せ
る
よ
う
に
、
と
伝
奏
衆
よ
り
沙
汰
が
あ
っ
た
と
、
在
府
老

中
松
平
周
防
守
康
英
よ
り
申
し
達
し
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
留
守
居
の
石
井
與

惣
を
上
京
さ
せ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
、
在
府
留
之
間
詰
庄
内
藩
主
酒
井
左
衛
門
之
尉
忠
篤
は
、
江
戸
警
衛
に

責
任
を
持
つ
立
場
か
ら
、
最
後
ま
で
藩
主
の
上
京
を
拒
ん
だ
の
は
勿
論
、
一
旦
国
許

に
指
示
し
た
重
役
の
上
京
も
と
り
や
め
、
つ
い
に
、
留
守
居
役
だ
け
の
上
京
を
、
朝

幕
両
方
に
認
め
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
江
戸
の
情
報
屋
藤
岡
屋
由
蔵
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
た

の
か
、
こ
の
酒
井
家
の
藩
主
上
京
拒
否
の
動
き
を
特
記
し
、
早
い
時
期
の
西
丸
と
の

や
り
と
り
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

  
 

○ 

十
月
十
九
日
夜
、
明
朝
登
城
可
致
旨
、
酒
井
左
衛
門
之
尉
御
沙
汰
有
之
。 

 
 

右
ニ
付
、
翌
廿
日
朝
御
登
城
之
処
、
幼
年
ニ
付
、
名
代
家
老
松
平
権
十
郎
朝 

 
 

四
ツ
時
登
城
致
し
、
夜
五
ツ
時
下
ル
也
、
直
ニ
其
夜
左
衛
門
之
尉
、
翌
廿
一
日 

 

朝
五
ツ
時
、
又
々
登
城
也
、
廿
日
夜
四
ツ
時
過
、
在
処
へ
早
追
出
ル
也
。 

 
 
 

右
御
用
向
は
、
来
月
早
々
上
京
致
し
御
警
衛
可
致
旨
被
仰
付
候
と
の
事
に
候
、 

 
 

廿
一
日
、
先
其
儀
は
御
見
合
ニ
相
成
、
家
老
之
内
壱
人
上
京
可
致
旨
被
仰
付
候
、 

右
ニ
付
、
廿
二
日
朝
七
ツ
時
、
又
々
在
処
え
早
追
出

立
（
19
）

。 

  

こ
の
記
事
の
真
偽
を
、
先
の
「
忠
宝
家
記
」
の
記
事
お
よ
び
他
の
記
録
史
料
と
照

合
し
、
確
か
め
て
い
こ
う
。 

 

ま
ず
、
酒
井
左
衛
門
之
尉
に
対
し
、
明
日
登
城
す
る
よ
う
に
と
美
濃
守
か
ら
達
し

が
あ
っ
た
と
す
る
十
月
十
九
日
夜
は
、
既
に
城
内
一
部
に
京
地
で
の
大
政
奉
還
の
動

き
が
、
不
確
か
な
が
ら
伝
わ
っ
て
き
た
日
の
夜
で
あ
る

（
20
）

。
そ
し
て
二
十
日
、
忠
篤
が

幼
年
〔
十
五
歳
〕
で
あ
る
た
め
家
老
松
平
権
十
郎
が
登
城
し
た
が
、
藩
邸
に
戻
っ
た

の
は
既
に
五
ツ
時
で
あ
り
、
話
を
聞
い
て
そ
の
夜
直
ち
に
忠
篤
本
人
が
登
城
し
た
と

い
う
。
奥
右
筆
佐
山
八
十
次
郎
の
「
手
留
」
に
よ
れ
ば
、
同
じ
二
十
日
、
老
中
格
稲

葉
兵
部
大
輔
正
巳
海
軍
総
裁
と
若
年
寄
永
井
肥
前
守
尚
服
、
お
よ
び
若
年
寄
石
川
若

狭
守
総
管

ふ
さ
か
ね

陸
軍
奉
行
に
対
し
て
も
、「
御
用
有
之
候
ニ
付
、
早
々
上
京
候
様
」
と
の
達

し
が
下
さ
れ
た
、
と
あ
る

（
21
）

。
あ
き
ら
か
に
、
西
丸
城
内
で
、「
上
京
命
令
」
を
め
ぐ
る

慌
た
だ
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
二
十
一
日
朝
も
ま
た

忠
篤
本
人
が
登
城
し
た
と
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二
十
一
日
こ
そ
が
、
大

政
奉
還
を
在
府
諸
大
名
や
幕
府
役
人
に
伝
え
る
た
め
の
惣
出
仕
が
あ
っ
た
日
で
あ
り
、

上
京
の
命
も
、
公
式
に
は
こ
の
日
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
江
戸
府
内
警
衛
に

最
も
重
い
責
を
担
っ
て
い
る
の
が
留
之
間
詰
の
庄
内
酒
井
家
で
あ
れ
ば
、
稲
葉
美
濃

守
が
情
報
の
一
端
を
掴
ん
で
直
ち
に
老
中
格
・
若
年
寄
ら
を
呼
び
、「
上
京
の
命
」
を

達
し
た
日
、二
十
日
同
日
に
、酒
井
家
も
西
丸
に
呼
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
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も
っ
と
も
、
そ
の
時
の
「
御
用
向
」
が
、「
来
月
早
々
上
京
致
し
御
警
衛
可
致
」
と
の

趣
旨
、
す
な
わ
ち
、
藩
主
が
〔
藩
士
を
率
い
て
〕
上
京
し
、
そ
こ
で
警
衛
に
あ
た
る

よ
う
に
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
と
も
あ
れ
、
二
十
日

に
藩
主
上
京
の
命
を
聞
い
て
そ
の
日
の
夜
に
慌
て
て
国
許
に
「
早
追
」
を
出
し
た
の

だ
が
、
二
十
一
日
の
話
で
藩
主
上
京
は
見
合
わ
せ
と
な
り
、
家
老
一
人
を
上
京
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
り
、
二
十
二
日
朝
、
再
び
国
許
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
「
早
追
」

を
出
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
二
度
目
の
「
早
追
」
こ
そ
が
、
月
日
欠
記
事
に
あ
る
、
重
役
平
右
衛
門
を
十

一
月
一
日
に
国
許
か
ら
出
立
さ
せ
京
に
上
る
よ
う
に
、
と
の
達
し
を
託
し
た
「
早
追
」

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
月
日
欠
記
事
に
「
公
辺
え
相
伺
」
と
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
二
十
日
～
二

十
一
日
の
美
濃
守
に
呼
ば
れ
た
な
か
で
の
や
り
と
り
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
伺
書
文
書
の
方
に
、「
御
封
書
存
意
等
之
儀
は
重
役
之
者
上
京
申
上
候
様

御
差
図
相
済
候
付
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

と
す
れ
ば
、
月
日
欠
記
事
中
の
「
上
京
之
儀
」
と
は
、
慶
喜
に
よ
る
命
と
し
て
在

京
家
臣
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
あ
ら
た
に
大
政
奉
還
の
情
報
と
と
も
に
、

御
所
の
命
と
し
て
も
「
上
京
命
令
」
が
被
さ
っ
て
き
た
、
ま
さ
に
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

点
で
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
に
よ
り
、
藤
岡
屋
の
記
事
は
、
当
初
の
美
濃
守
の
達
し
が
「
上
京
し
、
そ
こ

で
警
衛
に
あ
た
る
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
ま
た

そ
の
情
報
入
手
ル
ー
ト
も
不
明
な
も
の
の
、
美
濃
守
を
中
心
と
し
た
西
丸
幕
閣
と
の

や
り
と
り
自
体
は
、
そ
の
日
に
ち
も
含
め
、
か
な
り
正
確
な
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。 

 

な
お
、
藤
岡
屋
は
先
の
記
事
に
続
け
、
次
の
狂
歌
「
な
ひ
尽
し
」
を
記
す
。 

  
 
 

右
御
上
京
之
由
、
評
判
を
承
り
て
、 

 
 
 
 
 

此
度
御
上
京
之
由
御
内
意
を
内
証
ニ
而
承
り
、
何
共
難
儀
、
歎
ケ
敷
存 

 
 
 

候
ニ
付
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ひ
尽
し 

 
 
 
 
 
 

御
府
内
に
な
く
て
な
ら
な
ひ
御
廻
り
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
ぜ
に
な
く
し
て
な
ん
と
せ
ふ
な

い
（
22
） 

  

「
せ
ふ
な
い
」
は
勿
論
「
庄
内
」
に
掛
け
た
語
。「
何
と
し
ょ
う
の
な
い
こ
と
を
し

て
く
れ
る
の
だ
」
と
の
憤
り
に
、「
何
と
そ
れ
が
庄
内
藩
に
対
し
て
だ
と
は
」
、
と
の

呆
れ
を
掛
け
た
の
で
あ
る
。 

 

庄
内
藩
酒
井
家
が
「
御
府
内
に
な
く
て
な
ら
な
ひ
御
廻
り
」
の
な
か
で
も
重
責
を

担
っ
て
お
り
、
と
て
も
頼
り
に
な
る
、
と
江
戸
市
民
に
信
頼
さ
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
発

せ
ら
れ
た
、
江
戸
市
井
発
の
狂
歌
で
あ
る
。 

 

な
お
、「
忠
宝
家
記
」
の
他
、「
石
川
成
徳
家
記
」
な
ど
に
も
『
復
古
記
』
に
採
録

さ
れ
て
い
な
い
、
上
京
命
令
を
巡
る
動
向
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
関

係
で
今
回
は
す
べ
て
省
略
す
る
。 
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二 

薩
摩
藩
に
よ
る
市
中
攪
乱
行
為
と
譜
代
藩
に
よ
る
市
中
警
衛 

 

で
は
次
に
、
酒
井
左
衛
門
之
尉
忠
篤
が
上
京
拒
否
の
根
拠
と
し
て
熱
を
込
め
て
訴

え
て
い
た
江
戸
市
中
警
衛
動
向
の
全
体
を
、
他
の
「
家
記
」
や
他
史
料
か
ら
も
拾
っ

て
、『
復
古
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
江
戸
の
情
勢
を
把
握
し
て
お
こ
う
。 

 

江
戸
市
中
の
治
安
悪
化
は
、
慶
応
三
年
九
月
二
十
六
日
に
断
行
さ
れ
た
幕
府
軍
制

改
革
に
よ
っ
て
放
り
出
さ
れ
た
旧
歩
兵
な
ど
の
乱
暴
に
よ
っ
て
も
深
ま
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
十
月
下
旬
か
ら
江
戸
や
関
東
各
地
で
展
開
さ
れ
始
め
た
、
薩
摩
藩
士
益
満
休

之
助
と
伊
牟
田
尚
平
ら
の
指
揮
に
よ
る
強
盗
・
放
火
な
ど
の
無
法
・
攪
乱
・
挑
発
行

為
が
加
わ
り
、
そ
の
度
合
い
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
い
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
す
で
に
西
丸
老
中
は
十
月
二
十
二
日
頃
か
ら
、
と

り
わ
け
江
戸
府
内
に
対
す
る
警
衛
強
化
の
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
例
え

ば
、
二
十
二
日
に
歩
兵
半
大
隊
と
撒
兵
二
小
隊
の
兵
隊
を
昼
夜
市
中
巡
邏
さ
せ
る
こ

と
を
小
口
年
番
か
ら
組
々
に
達
し
た
し

（
23
）

、
二
十
三
日
に
は
、
一
方
で
前
日
に
陸
軍
奉

行
支
配
下
の
諸
兵
に
急
上
京
・
急
上
坂
を
命
じ
た
こ
と
に
も
対
応
さ
せ

（
24
）

、
あ
ら
た
に

留
守
居
井
上
備
後
守
義
斐

よ
し
あ
や

の
支
配
組
下
に
入
っ
た
奥
詰
銃
隊
半
大
隊
に
対
し
、
府
内

昼
夜
市
中
巡
邏
を
命
じ
、
狼
藉
者
や
怪
し
き
者
は
召
し
捕
る
よ
う
、
ま
た
手
に
余
っ

た
場
合
に
は
容
赦
な
く
斬
り
捨
て
る
な
り
討
ち
取
る
な
り
勝
手
次
第
と
命
じ
、
特
に

遊
撃
隊
に
は
飯
田
町
・
小
川
町
・
駿
河
台
・
鎌
倉
河
岸
を
指
定
し
て
巡
邏
に
よ
る
召

捕
り
討
取
り
を
命
じ
た
の
で
あ
る

（
25
）

。 

  

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
動
向
は
『
復
古
記
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
復
古
記
』

か
ら
窺
え
る
府
内
警
衛
の
動
向
は
、
十
一
月
三
日
と
五
日
の
江
戸
城
諸
門
内
外
の
警

衛
命
令
を
「
晩
翠
楼
叢
書
」
か
ら
採
録
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
次
い
で
十
二
月
十
日

の
警
衛
強
化
の
指
令
と
具
体
案
提
言
を
期
待
す
る
達
し
を
「
間
部
詮
道
家
記
」
か
ら
、

さ
ら
に
十
七
日
～
十
八
日
に
在
府
譜
代
諸
藩
に
命
じ
た
「
銘
々
屋
敷
最
寄
七
八
町
ヲ

持
場
ニ
相
定
、
昼
夜
巡
邏
候
様
可
被
致
候
」
云
々
の
達
し
に
つ
い
て
「
秋
元
興
朝
家

記
」
お
よ
び
「
森
川
俊
方
家
記
」
か
ら
採
録
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る

（
26
）

〔
勿
論
、
背
景

に
薩
摩
藩
の
策
謀
が
窺
え
る
こ
と
を
記
し
た
記
事
な
ど
は
無
い
〕。 

 

こ
う
し
た
動
き
、
と
り
わ
け
十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
の
動
向
に
つ
い
て
は
、「
森
川

俊
方
家
記
」
が
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
十
二
月
八
日
に
、
大
目
付
木
下
大
内
記
利
義
か
ら
、
安
部
摂
津
守
信
発

の
ぶ
お
き

に

対
し
、
切
紙
に
よ
り
、
内
談
が
あ
る
の
で
明
日
四
ッ
時
に
摂
津
守
お
よ
び
席
頭
の
者

〔
菊
之
間
詰
森
川
内
膳
正
俊
方
〕
両
人
で
西
丸
に
登
城
す
る
よ
う
、
と
の
稲
葉
美
濃

守
の
命
が
伝
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
九
日
（
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
で
は
ま
だ
同
日
に
京
都
で
お
き
た
王
政
復
古
ク

ー
デ
タ
を
把
握
し
て
い
な
い
、
情
報
を
掴
む
の
は
十
四
日
）、
在
府
の
下
総
生
実

お

ゆ

み

藩
主

森
川
内
膳
正
が
登
城
し
、
稲
葉
美
濃
守
か
ら
次
の
口
達
を
受
け
る
。 

  
 

当
節
、
御
府
内
悪
徒
之
者
徘
徊
乱
妨
之
所
業
有
之
、
市
中
不
取
締
ニ
付
、
追
々 

 

御
詮
鑿
中
有
之
候
得
共
、
聢
と
見
届
も
召
捕
も
無
之
、
兎
角
今
以
穏
な
ら
す
、 

 

当
時
之
形
勢
別
而
御
心
配
ニ
付
、
取
締
方
召
捕
等
之
儀
、
銘
々
見
込
之
有
志
之 

 
面
々
は
、
存
寄
之
処
無
遠
慮
申
聞
候
様
有
之
度
、
御
同
席
中
え
御
一
同
通
達
致 

 

候
様
被
仰
聞
候

（
27
）〔

以
下
略
〕 
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こ
の
口
達
に
続
け
、
こ
れ
を
同
席
〔
菊
之
間
詰
〕
中
に
伝
え
た
上
で
、
具
体
的
提

案
・
意
見
に
つ
い
て
は
安
部
摂
津
守
信
発

の
ぶ
お
き

方
ま
で
早
々
に
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
に
、

と
記
し
、
さ
ら
に
、
同
文
言
の
文
書
が
十
日
付
で
美
濃
守
か
ら
同
席
中
に
達
せ
ら
れ

た
と
し
て
、
そ
れ
も
再
録
し
て
い
る
。
な
お
、
藤
岡
屋
は
、
こ
の
文
言
と
ま
っ
た
く

同
じ
文
書
を
、
や
は
り
十
日
の
項
に
記
録
し
て
い
る

（
28
）

。 

 

ま
た
、
十
二
月
十
八
日
付
で
菊
之
間
詰
諸
大
名
に
対
し
て
安
部
摂
津
守
か
ら
順
達

さ
れ
た
「
銘
々
屋
敷
最
寄
七
八
町
ヲ
持
場
ニ
相
定
、
昼
夜
巡
邏
候
様
可
被
致
候
」
云
々

の
命
に
続
き
、
森
川
内
膳
正
に
対
し
、
二
十
日
付
で
、
非
常
の
節
は
和
泉
橋
へ
兵
を

差
し
出
す
こ
と
、
そ
の
際
清
水
御
門
外
の
非
常
警
衛
の
任
は
解
か
れ
る
こ
と
、
と
の

達
し
が
下
さ
れ
た
が
、
こ
の
非
常
時
出
兵
の
件
に
つ
き
、
森
川
内
膳
正
は
、
目
付
新

見
相
模
守
正
典
に
対
し
、
二
十
日
、
次
の
よ
う
な
伺
い
書
き
を
提
出
し
た
〔「
森
川
俊

方
家
記
」
に
新
庄
と
あ
る
の
は
新
見
の
誤
り
〕。 

  
 

一 

着
服
之
儀
、
銃
服
又
ハ
小
袴
割
羽
織
股
引
等
取
交
、
着
用
之
事
、 

 
 

一 

得
物
之
儀
は
鎗
銃
取
交
相
用
申
候
事
、 

 
 

一 

強
盗
等
可
相
成
丈
ケ
召
捕
候
心
得
ニ
御
座
候
得
共
、
手
余
り
候
節
は
打
捨 

 
 

切
捨
等
不
苦
儀
と
奉
存
候
、 

 
 

一 

於
市
中
侍
体
之
者
乱
妨
不
法
之
所
業
等
有
之
、
届
出
之
節
、
仮
令
御
身 

 
 

分
柄
之
御
方
ニ
而
も
取
押
え
、
又
は
抜
刀
に
お
よ
ひ
候
節
は
、
無
余
儀
打
捨 

 
 

申
候
心
得
ニ
御
座
候
、 

 
 
 
 
 
 

但
し
、
兵
夫
之
者
も
前
同
様
之
心
得
ニ
御
座
候
、 

 
 

一 

召
捕
者
等
御
座
候
節
は
最
寄
御
目
付
様
方
へ
御
届
申
上
、
御
月
番
町
奉
行 

 
 

所
え
指
出
候
心
得
ニ
御
座
候
、
且
打
捨
切
捨
等
有
之
候
之
節
は
、
同
様
之
心

得
ニ
御
座
候
、 

 
 
 

右
之
通
相
心
得
不
苦
候
哉
、
急
速
御
差
図
被
下
候
様
仕
度
、
此
段
奉
伺
候
、 

 
 

以
上 

  

こ
の
伺
い
書
き
に
対
し
、
次
の
回
答
が
「
附
札
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

御
附
札 

 
 
 
 

書
面
之
通
可
被
心
得
候
、
且
打
捨
切
捨
等
有
之
候
之
節
、
武
家
地
は
辻
番

所
、
町
方
は
自
身
番
屋
え
相
断
、
死
骸
之
儀
は
䂓
則
之
通
可
被
取
計
旨
申

渡
、
此
段
相
届
候
様
可
被
致
候

（
29
）

 

  

着
服
は
銃
服
他
、
得
物
は
鎗
銃
、
手
に
余
っ
た
場
合
に
は
打
捨
・
切
捨
、「
侍
体
の

者
」
に
よ
る
「
乱
暴
不
法
之
所
業
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
「
御
身
分
柄
之

御
方
」
で
あ
っ
て
も
抜
刀
に
及
ん
だ
な
ら
ば
打
捨
…
…
…
、
等
々
の
伺
い
に
対
し
、

「
書
面
之
通
可
心
得
候
」
と
回
答
し
、
さ
ら
に
切
り
捨
て
た
場
所
に
よ
る
届
け
先
の

違
い
や
死
骸
の
措
置
に
つ
い
て
も
指
示
を
す
る
。
最
早
、
た
ん
な
る
盗
賊
対
策
で
は

な
い
、
あ
き
ら
か
に
武
士
や
浪
人
の
強
盗
集
団
に
対
す
る
具
体
的
対
策
を
菊
之
間
詰

席
頭
譜
代
大
名
森
川
内
膳
正
の
側
か
ら
提
案
し
、
そ
れ
に
老
中
と
目
付
が
同
意
し
、

さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
指
示
を
下
し
た
も
の
で
、『
復
古
記
』
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
の

出
来
な
い
、
深
刻
な
江
戸
情
勢
で
あ
る
。 

 

薩
摩
藩
が
策
動
し
、
江
戸
を
強
盗
や
放
火
で
攪
乱
し
よ
う
と
謀
っ
て
い
る
と
い
っ

39
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た
情
報
は
、
す
で
に
こ
れ
以
前
に
、
城
中
か
ら
市
中
ま
で
広
く
出
回
っ
て
い
た
。
こ

の
時
期
ま
で
の
主
な
情
報
を
以
下
に
整
理
し
て
お
こ
う
。 

 

早
い
情
報
と
し
て
は
、
十
月
三
十
日
の
「
江
戸
薩
摩
藩
邸
の
藩
士
や
浪
士
が
、
火

を
市
中
に
放
ち
、
混
乱
に
乗
じ
て
輪
王
寺
宮
門
主
・
静
寛
院
宮
・
天
璋
院
を
奪
取
せ

ん
と
の
計
画
が
あ
る
」
と
の
幕
府
へ
の
密
告
が
あ
る

（
30
）

。
ま
た
十
一
月
二
日
に
は
次
の

張
紙
が
、
京
橋
南
伝
馬
町
三
丁
目
橋
詰
角
の
乾
物
屋
に
張
ら
れ
た
。 

  
 
 

薩
州
之
逆
賊
、
土
州
等
え
相
謀
り
、
筑
・
阿
・
備
・
雲
を

詒
あ
ざ
む

キ
、
幕
府
を
滅

し
、
天
下
ニ
宰
な
ら
ん
と
欲
し
、
於
京
都
は
将
軍
家
を
し
て
政
権
を
辞
さ
し 

 

め
、
於
関
東
ハ
浮
浪
之
徒
を
か
た
ら
ひ
、
十
一
月
四
日
五
日
之
内
、
於
御
府
内 

 

兵
ヲ
挙
ゲ
、
諸
屋
鋪
市
中
を
放
火
し
、
江
城
を
襲
ひ
、
恐
多
く
も
和
宮
様
を
奪 

 

ひ
奉
、
天
璋
院
様
を
窃
取
、
上
野
を
騒
し
て
日
光
宮
様
を
捕
奉
り
、
品
川
海
ニ 

 

浮
置
し
蒸
気
船
ニ
奉
乗
せ
て
、
薩
州
ニ
奉
移
之
謀
略
あ
り
。
虚
説
ニ
非
ず
、
幕 

 

府
之
危
急
旦
夕
ニ
迫
れ
り
。
天
下
国
家
之
為
メ
聊
も
忠
義
之
志
有
之
も
の
ハ
、 

 

不
日
ニ
相
会
議
し
て
薩
賊
を
微
塵
ニ
す
べ
し
、
忠
義
之
令
子
た
る
も
の
ハ
、
上 

 

野
・
増
上
寺
ニ
於
而
席
を
設
て
待
。
天
下
真
之
忠
義
士

（
31
） 

  

ま
た
同
じ
二
日
、
稲
葉
美
濃
守
は
、
土
屋
采
女
正
寅
直
が
差
し
出
し
た
「
風
聞
書
」

に
よ
り
、「
増
上
寺
方
丈
家
来
佐
藤
雄
三
郎
宅
に
二
十
四
～
五
人
の
盗
賊
が
押
し
入
っ

た
。
同
人
宅
の
勝
手
向
を
心
得
、
薩
藩
邸
に
も
し
ば
し
ば
出
入
り
し
て
い
た
芝
増
上

寺
同
心
小
頭
、
中
島
旬
蔵
が
そ
の
手
引
き
を
し
た
」
と
の
情
報
も
掴
ん
で
い
た

（
32
）

。

さ
ら
に
十
一
月
中
～
下
旬
に
は
、「
薩
摩
藩
士
お
よ
そ
一
五
〇
～
一
六
〇
人
が
集
結
、

上
屋
敷
に
五
〇
～
六
〇
人
、
分
家
屋
敷
に
一
〇
〇
人
ほ
ど
で
あ
る
。
薩
摩
藩
の
手
勢

に
よ
る
押
し
込
み
の
最
初
は
、
蔵
前
の
坂
倉
屋
七
郎
兵
衛
〔
別
記
事
に
は
、
坂
倉
屋

清
兵
衛
と
も
〕
方
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
盗
み
取
っ
た
金
額
は
凡
そ
二
〇
万
両
余
り
と

い
う
。
押
し
込
み
の
夜
は
必
ず
薩
摩
藩
士
の
重
立
っ
た
者
が
品
川
の
茶
屋
因
幡
屋
で

遊
ん
で
い
る
」
と
の
情
報
も
得
て
い
る

（
33
）

。 

 

ま
た
藤
岡
屋
は
、
十
二
月
六
日
の
事
件
と
し
て
、「
夜
八
ッ
半
時
、
薩
摩
言
葉
を
話

す
賊
徒
三
〇
人
ほ
ど
が
、
霊
巌
嶋
川
岸
か
ら
上
が
り
、
裏
手
を
打
ち
壊
し
て
押
し
入

っ
た
。
先
に
町
内
自
身
番
の
者
を
鉄
砲
で
撃
ち
殺
し
て
い
た
の
で
、
家
主
た
ち
は
騒

ぐ
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
が
、
隣
町
か
ら
知
ら
せ
が
入
っ
た
の
か
、
長
嶋
町
詰
の
撒

兵
方
三
〇
人
ほ
ど
が
駆
け
つ
け
、
後
か
ら
駆
け
つ
け
た
第
一
四
番
小
隊
春
日
半
五
郎

隊
二
百
人
も
加
わ
っ
て
取
り
囲
ん
だ
と
こ
ろ
、
賊
が
中
か
ら
鉄
砲
を
撃
っ
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
撒
兵
方
の
秋
葉
禄
郎
が
即
死
、
関
口
好
三
郎
が
重
体
と
な
っ
た
。
な
お
、

二
人
に
は
稲
葉
兵
部
大
輔
よ
り
二
十
両
ず
つ
の
見
舞
金
・
御
手
当
金
が
下
さ
れ
た
」

と
の
情
報
を
市
中
に
流
し
て
い
る

（
34
）

。 

 

森
川
内
膳
正
俊
方
が
西
丸
に
呼
び
出
さ
れ
て
以
後
、
江
戸
警
衛
に
関
し
、
伺
い
書

き
を
も
っ
て
、
細
部
に
わ
た
っ
て
積
極
的
な
提
言
を
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
情
報
・

事
件
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
森
川
俊
方
家
記
」
に
は
、
先
の
「
伺
・
附
札
」
記
事
の
三
丁
後
に
、
日
付
が
記

さ
れ
て
い
な
い
、
次
の
「
覚
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 

覚 

 
 

御
城
内
御
門
々
御
締
向
且
諸
役
人
供
連
等
之
儀
、
度
々
相
達
候
趣
も
有
之
候
得 
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共
、
当
節
御
締
向
猶
以
厳
重
可
致
旨
、
被 

 
 

〔
平
出
〕
仰
出
候
ニ
付
、
夕
七
ツ
時
迄
ハ
是
迄
之
通
り
相
心
得
、
可
成
丈
ケ
家 

 
来
減
少
致
し
召
連
可
申
、
尤
七
ツ
時
よ
り
御
門
締
迄
、
御
玄
関
前
御
門
外
え
御 

 

目
付
方
支
配
向
出
役
致
し
、
且
同
刻
よ
り
小
者
之
分
、
二
重
橋
外
へ
相
払
候
之 

 

間
、
難
去
御
用
向
ニ
限
り
、
御
玄
関
前
御
門
外
出
役
之
御
目
付
共
え
申
立
候
様 

 

可
被
致
候
、
尤
家
来
之
向
、
出
之
分
は
不
苦
候
得
共
、
右
御
門
入
候
儀
は
難
相 

 

成
候
間
、
泊
之
向
、
夜
具
弁
当
等
は
七
ツ
時
前
、
取
寄
候
之
様
可
被
致
候

（
35
）

、 

  

こ
の
「
覚
」
と
同
文
の
も
の
が
、『
幕
末
御
触
書
集
成
』
に
十
二
月
二
十
四
日
の
も

の
と
し
て
あ
り
、
ま
た
藤
岡
屋
も
、
二
十
四
日
の
項
に
、
稲
葉
美
濃
守
が
京
阿
弥
を

通
じ
て
「
御
城
付
共
」
に
口
達
し
た
も
の
の
書
き
取
り
と
し
て
写
し
て
い
る

（
36
）

。

 

 

こ
れ
は
前
日
二
十
三
日
の
暁
七
ツ
半
時
過
に
、
江
戸
城
二
丸
が
長
局
か
ら
出
火
し
、

炎
上
し
た
事
件
を
直
接
の
契
機
と
し
た
、
城
内
各
門
の
締
ま
り
に
つ
い
て
の
規
定
で

あ
る
。
と
り
わ
け
夕
七
ツ
時
以
後
の
決
ま
り
を
事
細
か
に
定
め
て
い
る
。
各
門
を
締

め
る
に
あ
た
っ
て
、
玄
関
前
と
門
外
へ
は
目
付
方
支
配
向
の
者
が
出
役
す
る
。
同
刻

以
後
は
小
者
に
つ
い
て
は
二
重
橋
外
へ
払
い
出
す
。
そ
れ
以
後
家
来
の
者
を
門
内
に

入
れ
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
、
泊
役
の
者
は
、
夜
具
や
弁
当
な
ど
を
、
七
ツ
時
よ

り
前
に
取
り
寄
せ
て
お
く
よ
う
に
、
等
々
、
実
に
細
か
い
定
め
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
、
市
中
と
城
門
内
外
の
警
衛
を
万
全
に
固
め
た
そ
の
日
、
二
十
四
日
夜

江
戸
市
中
警
衛
に
最
高
の
責
を
担
っ
て
い
た
庄
内
藩
酒
井
家
の
三
田
屯
所
に
対
し
発

砲
が
あ
り
、
犯
人
が
薩
摩
藩
邸
に
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
で
、
同
夜
深
更
か
ら
翌
朝
に
か

け
て
の
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
へ
と
、
事
態
は
急
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

な
お
当
初
、
こ
の
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
も
、
多
く

の
「
家
記
」
や
他
の
諸
記
録
か
ら
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
記
事
を
中
心
に
紹
介
し
、

慶
応
三
年
末
ま
で
の
江
戸
情
勢
を
解
明
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
既
に
紙
幅
が
尽
き

た
。
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
を
め
ぐ
る
動
向
以
後
を
、
次
回
の
課
題
と
す
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
本
稿
で
は
、
明
治
六
年
後
半
か
ら
明
治
八
年
に
か
け
て
集
積
さ
れ
た
諸
武

家
華
族
の
「
家
記
」
の
内
、
慶
応
三
年
分
の
江
戸
関
連
記
事
を
追
跡
し
、『
復
古
記
』

に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
諸
記
事
を
ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
し
、
他
の
諸
史
料
と

も
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
固
有
の
江
戸
情
勢
を
提
示
し
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
今
回
提
示
し
得
た
の
は
、「
上
京
命
令
」
を
め
ぐ
る
譜
代
藩
、
と
り
わ

け
庄
内
藩
在
府
藩
主
酒
井
左
衛
門
尉
忠
篤
の
動
き
と
、
府
内
警
衛
を
め
ぐ
る
生
実
藩

の
動
き
、
お
よ
び
城
内
・
市
中
に
伝
わ
っ
た
薩
摩
藩
策
動
情
報
に
限
ら
れ
て
お
り
、

同
時
期
に
、
な
お
多
く
の
諸
事
件
が
生
じ
、
諸
情
報
が
溢
れ
て
い
た
こ
と
も
、
他
の

多
く
の
史
料
か
ら
把
握
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
向
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

あ
き
ら
か
に
す
る
所
存
で
あ
る
が
、
今
し
ば
ら
く
は
、『
復
古
記
』
に
掲
載
さ
れ
な
か

っ
た
、
江
戸
に
拘
わ
る
諸
事
件
・
諸
情
報
の
内
、
特
徴
的
な
も
の
を
時
系
列
に
沿
っ

て
紹
介
し
つ
つ
、
江
戸
情
勢
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
た
い
。
こ
の
作
業
が
、

江
戸
民
衆
の
政
治
意
識
高
揚
の
原
因
解
明
と
、
そ
の
意
識
・
思
想
の
内
実
を
探
究
す

る
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
国
立
公
文
書
館
の
関
係
者
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の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、

二
〇
一
二
年
度
跡
見
学
園
女
子
大
学
特
別
研
究
助
成
費
の
交
付
を
受
け
た
研
究
課
題

《
『
戊
辰
戦
争
期
江
戸
出
来
事
・
情
報
総
覧(

月
日
表)

』
作
成
の
た
め
の
、
膨
大
な
史

料
群(

未
刊
原
文
書
・
貴
重
写
本)

の
写
真
撮
影
・
複
写
、
及
び
原
史
料
収
集
》
を
遂

行
し
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

  

註 （
1
）
刊
本
『
復
古
記
』
全
一
五
冊
は
、
東
京
帝
国
大
学
蔵
本
版
と
し
て
一
九
三
〇
年
～
三 

一
年
に
内
外
書
籍
株
式
会
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
後
一
九
七
四
年
～
七
五
年
に
東
京
大
学
出

版
会
よ
り
覆
刻
刊
行
さ
れ
た
。 

（
2
）
詳
し
く
は
、
宮
地
正
人
「
『
復
古
記
』
原
史
料
の
基
礎
的
研
究
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂 

所
研
究
紀
要
』
第
一
号
（
一
九
九
一
年
三
月
）
、
ま
た
『
東
京
大
学
百
年
史 

部
局
史 

四
』 

（
一
九
八
七
年
三
月
、
東
京
大
学
）
、
第
一
章
第
二
節
参
照
。 

（
3
）
「
酒
井
忠
宝
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1003
。 

（
4
）
「
南
部
利
恭
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1062

。 

（
5
）
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
淀
稲
葉
家
文
書
』
（
一
九
七
五
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
三
一 

三
～
一
六
頁
、
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
徳
川
慶
喜
公
伝 

史
料
篇
三
』
（
一
九
七
五
年
、 

東
京
大
学
出
版
会
）
一
五
七
～
一
六
〇
頁
、
引
用
文
意
。 

（
6
）
「
手
留 

慶
応
三
年
清
五
郎
」
国
立
公
文
書
館
所
収
内
閣
文
庫
文
書181-0027

冊
次33

。 

（
7
）「
手
留 

慶
応
三
年
八
十
次
郎
」
国
立
公
文
書
館
所
収
内
閣
文
庫
文
書181-0027

冊
次34

。 

（
8
）
と
は
言
え
、
個
々
の
記
事
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
『
復
古
記
』
採
否
の
経
過
に
立
ち
入 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
正
院
歴
史
課
が
蒐
集
し
た
「
家
記
」
な
ど
の
諸
記
録
原
写
本
か
ら
、 

『
復
古
記
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、「
復
古
記
原
史
料
」
と
さ
れ
る
史
料
群
が
蓄
積

さ
れ
、『
復
古
記
』
原
本
が
浄
書
さ
れ
て
い
く
経
過
〔
こ
の
間
、
太
政
官
正
院
歴
史
課
は
太

政
官
修
史
局
と
な
り
、
さ
ら
に
修
史
館
へ
と
変
わ
る
〕
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
を
把
握
す
る
こ
と
さ
え
、
史
料
編
纂
所
の
外
部
に
あ
っ
て
は
至
難
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
経
過
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
註
（
２
）
に
示
し
た
宮
地
正
人
氏
の

論
文
を
参
考
と
す
る
以
外
に
手
が
か
り
が
な
い
が
、
実
際
に
「
家
記
」
を
片
端
か
ら
総
覧

し
、
私
の
関
心
に
沿
っ
て
必
要
部
分
を
複
写
し
て
い
く
と
、『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
な
か

っ
た
記
述
部
分
が
相
当
な
量
に
及
ぶ
こ
と
だ
け
は
見
え
て
き
た
た
め
に
、
取
り
敢
え
ず
、

慶
応
三
年
分
の
江
戸
関
連
に
限
っ
て
、
不
採
録
部
分
の
紹
介
を
お
こ
な
い
、
検
討
を
加
え

る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

な
お
、
も
と
よ
り
私
は
政
治
史
を
研
究
し
て
い
る
者
で
は
な
い
。
思
想
史
、
そ
れ
も
民

衆
思
想
史
に
対
象
を
限
定
し
て
研
究
を
続
け
て
い
る
だ
け
の
者
で
あ
る
。
た
だ
、
拙
著
第

三
作
『
諷
刺
眼
維
新
変
革
―
民
衆
は
天
皇
を
ど
う
見
て
い
た
か
―
』（
二
〇
〇
四
年
、
校
倉

書
房
）
と
第
四
作
『
絵
解
き 

幕
末
諷
刺
画
と
天
皇
』
（
二
〇
〇
七
年
、
柏
書
房
）
を
著
し

た
時
、
幕
末
、
と
り
わ
け
戊
辰
戦
争
期
の
江
戸
民
衆
が
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
政
治
に

深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
そ
の
関
心
が
形
づ
く
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
精
度
の
高

い
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
民
衆
の
政
治
的
関
心
・

意
識
・
見
解
が
様
々
な
諷
刺
文
芸
や
錦
絵
な
ど
に
表
明
さ
れ
る
前
提
条
件
を
解
明
す
る
た

め
に
、
江
戸
・
東
京
で
生
じ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
事
件
・
情
報
を
、
細
部
に
わ
た
っ
て
把
握

す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
た
め
の
史
料
蒐
集
に
全
力
を
傾
注
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。 

 
 

 

本
稿
は
、
こ
の
史
料
蒐
集
の
中
間
報
告
で
あ
り
、
私
自
身
の
直
接
的
な
研
究
関
心
で
あ 

る
民
衆
の
政
治
意
識
解
明
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
過
程
に
す
ぎ
な
い
。
結
果
と
し
て
政 

治
史
研
究
上
の
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
従
来
の
戊
辰
戦 

争
研
究
が
、「
復
古
」
を
推
し
進
め
る
京
都
新
政
府
と
各
道
先
鋒
軍
の
動
き
を
中
心
と
し
た 

も
の
か
、
或
い
は
、
各
地
の
戦
場
を
中
心
と
し
た
個
別
的
な
「
戦
史
」
か
、
或
い
は
ま
た 

列
藩
同
盟
や
「
敗
者
」
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
か
、
さ
も
な
く
ば
そ
の
歴
史
的
性
格
を
論 

ず
る
「
明
治
維
新
論
」
の
一
部
を
な
す
も
の
か
が
多
く
、
彰
義
隊
と
上
野
戦
争
に
対
す
る 
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探
究
を
除
け
ば
、
江
戸
・
東
京
に
視
座
を
据
え
た
研
究
が
殆
ん
ど
な
い
こ
と
の
結
果
で
あ 

る
。
従
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
従
来
の
戊
辰
戦
争
期
政
治
史
研
究
の
空
隙
を
い
く
ら
か 

埋
め
る
も
の
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
の
意
図
と
し
て
は
、
従
来
の
研
究
成
果
に
論
争 

を
挑
む
つ
も
り
は
な
い
。
政
治
史
研
究
上
に
関
わ
る
学
説
的
見
解
の
表
明
は
控
え
る
と
い 

う
点
で
、
政
治
史
研
究
者
で
は
な
い
と
の
自
覚
を
私
は
も
っ
て
い
る
。
空
隙
を
埋
め
る
作 

業
と
し
て
誤
っ
た
理
解
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
大
方
の
ご
叱
正
を
い
た
だ
き 

た
い
。 

（
9
）
既
刊
史
料
で
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
編
、
『
幕
末
御
触
書
集 

成
』
第
六
巻6416

号
、
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
五
巻
に
見
ら
れ
、
未
刊
史
料
で
は
、
「
板 

倉
勝
達
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-931

、「
手
留 

慶
応
三
年
八
十
次
郎
」 

前
出
内
閣
文
庫
、「
手
留 

慶
応
三
年
清
五
郎
」
前
出
内
閣
文
庫
、
な
ど
に
見
ら
れ
る
。 

（
10
）
『
復
古
記
』
第
一
冊
一
五
頁
。
「
石
川
成
徳
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書 

4175-934

。 

（
11
）
『
復
古
記
』
第
一
冊
七
三
頁
。
「
太
田
資
美
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書 

4175-967

。
「
石
川
成
徳
家
記
」
前
註
。 

（
12
）
こ
の
動
き
に
関
す
る
最
近
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
、
鈴
木
壽
子
『
幕
末
譜
代
藩
の 

政
治
行
動
』（
二
〇
一
〇
年
、
同
成
社
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
に
引
用
す
る
未
刊
史
料 

は
、
す
べ
て
同
書
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

（
13
）
『
復
古
記
』
第
一
冊
、
一
二
三
～
四
、
一
二
七
～
三
〇
、
一
三
五
～
六
頁
。
た
だ
し
、

十
六
日
の
帝
鑑
之
間
歎
願
記
事
の
綱
文
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
官
位
名
に
誤
記
が
一
つ
あ
る
。

松
平
忠
恕
の
官
位
が
「
大
蔵
少
輔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る(

一
二
七
頁)

。
当
時
の

松
平
大
蔵
少
輔
は
菊
之
間
詰
の
松
平
勝
行
〔
下
総
多
古
藩
〕
で
あ
り
、
帝
鑑
間
詰
の
忠
恕

は
す
で
に
安
政
五
年
十
月
に
大
蔵
少
輔
か
ら
摂
津
守
に
改
め
て
い
る
の
で
、「
摂
津
守
」
の

誤
記
で
あ
る
。
綱
文
に
続
い
て
採
録
さ
れ
て
い
る
史
料
本
文
の
連
署
名
は
、
正
し
く
「
摂

津
守
」
と
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
典
拠
史
料
の
「
堀
田
正
養
家
記
」
に
は
「
摂
津
守
」
と

記
さ
れ
て
い
る
（
「
堀
田
正
養
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1095)

。 

（
14
）『
復
古
記
』
第
一
冊
一
九
三
～
四
頁
。「
堀
田
正
養
家
記
」
前
掲
註
。「
阿
部
正
功
家
記
」

東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-906

。
「
安
部
信
順
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所

蔵
文
書4175-907

。 

（
15
）
十
三
日
に
在
京
諸
藩
家
臣
を
集
め
た
際
に
伝
え
ら
れ
た
慶
喜
の
上
京
命
令
の
意
図
と
、

大
政
奉
還
を
受
け
て
十
五
日
に
御
所
が
下
し
た
上
京
命
令
の
意
図
と
は
、
本
来
異
な
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
意
図
の
差
異
は
、
例
え
ば
公
議
政
体
論
を
巡
る
政
治
史
上
の
問
題
と
し

て
論
議
を
呼
ぶ
性
格
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
議
論
は
殆
ど
ん
さ
れ
て
い
な
い
。
政

治
史
研
究
者
で
は
な
い
筆
者
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
敢
え
て
一
つ
の
見
解
を
提
起
す
る
用

意
は
無
い
。
た
だ
、
十
五
日
に
下
さ
れ
た
御
所
に
よ
る
上
京
命
令
が
十
三
日
の
命
に
覆
い

被
さ
っ
た
た
め
、
多
く
の
大
名
に
と
っ
て
、
事
実
上
、
上
京
命
令
は
御
所
に
よ
る
も
の
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
諸
「
家
記
」
か
ら
窺
え
る
こ
と
、
お
よ
び
、
た

と
え
御
所
に
よ
る
命
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、
こ
れ
以
後
ず
っ
と
上
京
を
引

き
延
ば
し
て
い
た
在
府
譜
代
大
名
等
に
対
し
て
、
王
政
復
古
後
、
と
り
わ
け
戊
辰
戦
争
勃

発
後
に
京
都
新
政
府
か
ら
強
く
促
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
段
階
で
の
上
京
命
令
と
は
、
本
質

的
に
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
戊
辰
戦
争
勃
発
後
に
、

な
お
在
府
中
の
譜
代
大
名
た
ち
に
催
促
さ
れ
た
上
京
命
令
は
、「
天
機
伺
い
」
と
い
う
語
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
に
忠
誠
を
誓
う
か
た
ち
で
「
官
軍
」
側
に
与
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
朝
幕
間
が
完
全
に
離
反
し
た
時
点
、
内
乱
下
の
命
令
で
あ
っ
て
、

大
政
奉
還
直
後
の
、
御
所
に
よ
る
上
京
命
令
と
は
、
あ
き
ら
か
に
質
的
段
階
が
異
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。 

（
16
）
以
下
の
「
忠
宝
家
記
」
原
文
は
、
す
べ
て
「
酒
井
忠
宝
家
記
」
第
一
冊
、
東
京
大
学
史

料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1003

に
よ
る
。 

（
17
）
『
復
古
記
』
第
一
冊
二
頁
。
『
徳
川
慶
喜
公
伝 

史
料
篇
三
』
一
六
二
～
三
頁
。 

（
18
）
「
酒
井
忠
宝
家
記
」
の
他
、
既
刊
史
料
と
し
て
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
二
九
一

～
三
頁
に
、
二
日
持
ち
帰
り
分
と
三
日
持
ち
帰
り
分
に
分
け
て
記
載
が
あ
り
、
『
復
古
記
』

第
一
冊
九
二
～
四
頁
に
は
「
晩
翠
楼
叢
書
」
を
典
拠
史
料
と
し
て
十
一
月
三
日
に
記
載
が
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あ
り
、『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
第5578

号
は
十
一
月
五
日
の
項
と
し
て
掲
載
し
て

い
る
。 

（
19
）
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
、
二
六
三
頁
。 

（
20
）
慶
應
義
塾
図
書
館
編
『
木
村
摂
津
守
喜
毅
日
記
』
（
一
九
七
七
年
、
塙
書
房
）
十
月
十

九
日
の
条
に
、
「
京
師
事
情
紛
々
之
説
有
之
」
と
あ
る
（
同
書
、
四
三
二
頁
）。 

（
21
）「
手
留 

慶
応
三
年
八
十
次
郎
」
国
立
公
文
書
館
所
収
内
閣
文
庫
文
書181-0027

冊
次34

。 

（
22
）
註
（
19
）
に
同
じ
。 

（
23
）
近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
（
二
〇
〇
二
年
、
塙
書
房
）
。
江

戸
東
京
博
物
館
史
料
叢
書
７
『
四
谷
塩
町
一
丁
目
幕
末
御
触
留
』（
二
〇
〇
四
年
、
江
戸
東

京
博
物
館
）
。 

（
24
）
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
編
二
八
五
頁
。 

（
25
）
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五
編
二
八
六
頁
。
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻5577

号
。 

（
26
）
『
復
古
記
』
第
一
冊
九
二
～
四
、
九
九
～
一
〇
一
、
二
五
九
～
二
六
〇
、
三
〇
六
～
七
頁
。 

（
27
）
「
森
川
俊
方
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1170

。
な
お
『
復
古
記
』

第
一
冊
二
五
九
～
二
六
〇
頁
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
間
部
詮
道
家
記
」
に
記
さ
れ
た
達
書

は
、
文
面
こ
そ
こ
れ
と
異
な
る
が
、
文
意
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。 

（
28
）
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
五
巻
、
三
四
一
頁
。 

（
29
）
「
森
川
俊
方
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1170

。 

（
30
）
こ
の
密
告
は
、
『
維
新
史
料
綱
要
』
巻
七
の
同
日
条
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
典
拠
史

料
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
史
料
の
内
、
小
寺
玉
晁
の
『
丁
卯
雑
記
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
他
の

典
拠
史
料
に
つ
い
て
、
筆
者
が
現
在
ま
で
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
に
採
録
さ
れ
た
史

料
の
原
写
本
を
調
査
し
得
た
限
り
で
は
、
ま
だ
確
認
が
で
き
て
い
な
い
。 

（
31
）『
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
五
巻
、
二
九
〇
～
一
頁
。
な
お
、
名
古
屋
に
居
た
小
寺
玉
晁
は
、

江
戸
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
、
こ
れ
と
同
文
の
張
り
紙
を
入
手
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
、

十
一
月
二
日
に
伝
馬
町
三
丁
目
に
張
ら
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
前
註
に
記
し

た
『
維
新
史
料
綱
要
』
巻
七
で
十
月
三
十
日
の
密
告
と
し
て
挙
げ
て
い
る
『
丁
卯
雑
記
』

の
記
事
と
は
、
こ
の
張
り
紙
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

（
32
）
『
淀
稲
葉
家
文
書
』
三
九
三
～
四
〇
〇
頁
。
引
用
文
意
。 

（
33
）
『
淀
稲
葉
家
文
書
』
三
六
七
～
八
頁
。
引
用
文
意
。 

（
34
）
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
五
巻
、
三
三
三
頁
。
引
用
文
意
。 

（
35
）
「
森
川
俊
方
家
記
」
東
京
大
学
史
料
篇
所
所
蔵
文
書4175-1170

。 

（
36
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻2260

号
、
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
五
巻
三
五
二
頁
。 
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